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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 1月 28日 (2003.1.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ５ に 示 さ れ た フ ィ ル タ ー 組 立 体 ８ ０ は 、 図 １ の フ ィ ル タ ー 装 置 に 似 て い る 。 フ レ ー ム ８
２ は 正 弦 曲 線 を 描 く 素 子 で で き た 先 端 リ ン グ ８ ４ で 成 り 立 っ て い る 。 螺 旋 状 部 材 ９ ０ が リ
ン グ ８ ４ か ら ガ イ ド ワ イ ヤ ー ８ ６ に か け て 伸 び る 。 例 え ば 、 か か る 部 材 ９ ０ の １ つ は リ ン
グ ８ ４ の 先 端 部 ８ ８ と ガ イ ド ワ イ ヤ ー ８ ６ の 間 に か け て 伸 び る 。 フ ィ ル タ ー ９ ２ の 先 端 部
９ ６ は 、 ガ イ ド わ ー や ー ８ ６ に 固 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
シ ー ス ９ ８ は 、 吸 引 用 内 腔 （ 以 下 、 吸 引 ル ー メ ン ） １ ０ ０ と 、 溶 解 用 内 腔 （ 以 下 、 溶 解 ル
ー メ ン ） １ ０ ２ を 内 蔵 す る 。 ２ つ の ル ー メ ン が 示 さ れ て い る が 、 当 業 者 に 知 ら れ た と お り
、 シ ー ス ９ ８ に 組 み 込 め る の は 、 吸 引 ル ー メ ン か 溶 解 ル ー メ ン の い ず れ か １ つ で あ る 。 シ
ー ス ９ ８ は 又 、 短 い ガ イ ド ワ イ ヤ ー ル ー メ ン １ ０ ４ を 持 つ こ と に よ り 、 ラ ピ ッ ド エ ク ス チ
ェ ン ジ 型 の シ ー ス と し て 構 成 さ れ た シ ー ス と な る 。 シ ー ス １ ８ と シ ー ス ９ ８ の い ず れ か に
お い て 好 ま し い 構 造 は 、 図 ４ に 示 さ れ る と お り 、 な る べ く 放 射 線 不 透 過 性 の 先 端 部 ６ ７ を
シ ャ フ ト に 組 み 込 む こ と で あ る 。 先 端 部 ６ ７ が シ ー ス の 他 部 分 に 比 べ て 放 射 線 不 透 過 と な
る の は 、 そ こ に よ り 多 く の 放 射 線 不 透 過 剤 が 含 ま れ る か ら だ 。 シ ー ス は 、 ３ ０ ％ の ビ ス マ
ス ・ サ ブ カ ー ボ ネ イ ト （ ｂ ｉ ｓ ｍ ｕ ｔ ｈ 　 ｓ ｕ ｂ ｃ ａ ｒ ｂ ｏ ｎ ａ ｔ ｅ ） を 含 む の が 望 ま し
く 、 先 端 部 ６ ７ は タ ン グ ス テ ン 粉 を ８ ０ ％ 含 ん で い る 。 シ ー ス に す る の に 好 ま し い ポ リ マ
ー 素 材 は 、 Ｅ ｌ ｆ 　 Ａ ｔ ｏ ｃ ｈ ｅ ｍ 　 Ｎ ｏ ｒ ｔ ｈ 　 Ａ ｍ ｅ ｒ ｉ ｃ ａ 社 （ 米 ペ ン シ ル ベ ニ ア
州 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ） の Ｐ Ｅ Ｂ Ａ Ｘ （ 登 録 商 標 ） な ど 、 ５ ５ Ｄ ポ リ エ ー テ ル ブ ロ ッ ク ア ミ
ド で あ る 。 先 端 部 ６ ７ は 、 当 業 者 に 知 ら れ た と お り 、 突 合 せ 継 ぎ 手 の 技 法 で シ ー ス １ ８ の
他 の 部 分 に 単 純 に 接 合 す る こ と も で き る 。 先 端 部 ６ ７ は シ ー ス の 他 の 部 分 に 比 べ て 、 量 的
に 多 く 、 密 度 も 高 い 状 態 で 放 射 線 不 透 過 剤 を 含 む た め 、 先 端 部 ６ ７ は 同 時 に 、 シ ー ス の 他
の 部 分 よ り 堅 く な っ て い る 。



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
止 め 具 １ ７ ２ は 、 フ ィ ル タ ー 端 １ ６ ６ と １ ６ ８ の 間 で ガ イ ド ワ イ ヤ ー に 固 定 さ れ た 、 短 い
管 状 の 部 材 で あ る 。 止 め 具 １ ７ ２ は ス ラ イ ド を 停 止 さ せ た り 、 追 加 的 に 連 結 し て お い て 、
基 端 部 １ ６ ６ と ガ イ ド ワ イ ヤ ー １ １ ６ の 接 着 不 良 に よ り 、 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ が ガ イ ド ワ イ
ヤ ー １ １ ６ か ら 外 れ る の を 防 ぐ 。 シ ー ス １ ８ が フ ィ ル タ ー １ ２ ０ 又 は ２ ２ ０ に 向 か っ て 進
み 、 フ ィ ル タ ー を 圧 縮 す る と 、 基 端 側 円 錐 １ ３ ０ 又 は ２ ３ ０ が 、 フ ィ ル タ ー 内 に 向 か っ て
裏 返 し に な る 傾 向 に な る 。 こ の 裏 返 り を 防 ぐ た め 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 長 細 い 止 め 具 １
７ ２ ’ が 、 先 端 部 ２ ６ ８ 又 は ス ラ イ ダ ー １ ７ ０ に ほ と ん ど 接 触 す る と こ ろ ま で 来 る 。 基 端
側 の 円 錐 が 裏 返 し に な る こ と 、 言 い 換 え れ ば フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 短 く し 過 ぎ る こ と は 、 先
端 部 ２ ６ ８ と 基 端 部 ２ ６ ６ と が 最 低 限 の 距 離 を 保 つ こ と で 、 製 品 １ １ ２ を あ れ こ れ 操 作 す
る 間 防 が れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
別 の 実 施 態 様 で は 、 止 め 具 １ ７ ２ ’ ’ は 、 図 １ ２ が 示 す よ う に バ ネ コ イ ル で 作 ら れ る 。 止
め 具 １ ７ ２ ’ ’ に は 、 コ ア ワ イ ヤ ー １ １ ６ に 取 り 付 け ら れ た 基 端 部 と 、 先 端 部 ２ ６ ６ に 取
り 付 け ら れ た 先 端 部 が あ る 。 展 開 さ れ た 状 態 で は 、 止 め 具 １ ７ ２ ’ ’ の コ イ ル が 互 い に 重
な り 、 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ が そ れ 以 上 短 く な ら な く な る 。 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 圧 縮 し て 畳 み
込 ん で い る 間 は 、 端 部 ２ ６ ６ と 端 部 ２ ６ ８ が 離 れ て 止 め 具 １ ７ ２ ’ ’ が 伸 び る が 、 こ の と
き コ イ ル が 離 れ て 、 張 力 が 増 す 。 こ の 張 力 は 、 ス テ ン ト ２ ２ ０ が シ ー ス １ ８ 又 は シ ー ス ９
８ か ら 放 出 し た 際 に 有 益 だ 。 止 め 具 １ ７ ２ ’ ’ に よ り 内 側 へ の 展 開 力 が 得 ら れ る こ と で 、
Ｎ ｉ Ｔ ｉ （ ニ チ ノ ー ル ） な ど の 形 状 記 憶 合 金 と は 異 な る 素 材 で 、 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 形 成
す る こ と が 容 易 に な る 。 な ぜ な ら 、 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ は 、 そ れ 自 体 に 展 開 力 を 持 た せ る 必
要 が な い か ら だ 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
基 端 面 １ ３ ０ は 図 ７ に 示 す よ う に 、 導 入 口 １ ９ ０ を 含 む 。 導 入 口 １ ９ ０ は 、 フ ィ ル タ ー １
２ ０ を 撚 り 合 わ せ た 後 、 基 端 面 に 金 属 製 の 形 作 り 用 心 棒 を 挿 入 し 、 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ の 撚
り 合 わ せ に 熱 処 理 を 施 す こ と で 、 形 成 さ れ る 。 導 入 口 １ ９ ０ は 、 フ ィ ル タ ー 組 立 体 １ １ ２
の 基 端 部 側 か ら 見 た と き 、 最 も よ く 説 明 で き る 。 な ぜ な ら こ の 位 置 か ら 見 る と 、 本 発 明 の
６ 番 目 の 実 施 態 様 （ 以 下 で 説 明 ） の よ う に 、 例 え 基 端 面 が 平 ら で な く て も 、 導 入 口 １ ９ ０
を 形 成 し た 心 棒 の 形 状 が 明 ら か に な る か ら で あ る 。 導 入 口 １ ９ ０ は 、 フ ィ ル タ ー へ の 取 り
込 み 口 と な る た め 、 フ ィ ル タ ー １ ２ ０ の 孔 よ り 実 質 的 に 大 き い 。 導 入 口 １ ９ ０ は 、 丸 み を
帯 び た 対 称 形 な ら 好 ま し い 形 は い ろ い ろ あ る が 、 ど の 場 合 で も 、 シ リ ン ダ ー 型 中 央 筒 １ ３
２ の 半 径 と 同 じ 面 内 に あ る 軸 １ ９ ２ を 伴 う 。 粒 状 物 質 を 効 果 的 に 集 め る た め 、 フ ィ ル タ ー
１ ２ ０ の 構 造 の 完 全 さ を 犠 牲 に し な い 程 度 に 、 導 入 口 １ ９ ０ は 基 端 面 １ ３ ０ を 可 能 な 限 り
広 く 見 え る よ う に す る べ き だ 。 そ の よ う な 導 入 口 １ ９ ０ は 、 例 え ば 中 央 筒 １ ３ ２ の 半 径 と
基 端 部 １ ６ ６ の 半 径 と の 差 の 約 ９ ０ ％ に す る な ど 、 軸 １ ９ ２ を な る べ く 長 く 取 る よ う に す
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る 。 図 ７ は 、 ５ 番 目 の フ ィ ル タ ー 実 施 態 様 の 基 端 面 １ ３ ０ の 中 に 形 成 さ れ た ２ つ の 大 き な
腎 臓 形 の 導 入 口 を 示 し て い る 。 別 の 場 合 の 構 造 と し て 、 よ り 小 型 の 導 入 口 １ ９ ０ を 多 数 含
み 、 シ リ ン ダ ー 筒 １ ３ ２ を 基 端 部 １ ６ ６ に 結 ぶ た め の 撚 り 合 わ せ ら れ た 材 料 の 量 を 多 く す
る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ 、 ９ 、 １ ０ に は 、 ６ 番 目 の 実 施 態 様 が 示 さ れ て い る 。 シ ー ス １ ８ 又 は ９ ８ は 、 図 ８ に
示 さ れ た ほ ぼ な み だ の よ う な 形 状 の 展 開 後 の 状 態 と 、 図 ２ に 示 さ れ た よ う な フ ィ ル タ ー ２
０ に 似 た 、 折 り 畳 ま れ た 状 態 と の 間 で 、 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ を 変 形 さ せ る の に 用 い る こ と が
で き る 。 フ ィ ル タ ー ２ ２ ０ は 、 シ リ ン ダ ー 型 中 央 筒 ２ ３ ２ 、 先 端 円 錐 ２ ３ ４ 、 基 端 面 ２ ３
０ 、 基 端 部 ２ ６ ６ 及 び 先 端 部 ２ ６ ８ を そ れ ぞ れ 持 つ よ う に 形 作 ら れ て い る 。 フ ィ ル タ ー ２
２ ０ は フ ィ ル タ ー １ ２ ０ に 似 て い る が 、 基 端 面 ２ ３ ０ が 平 ら で は な く 円 錐 形 に な っ て い る
点 が 異 な り 、 丸 み を 帯 び た 肩 部 ２ ３ １ は 、 基 端 面 ２ ３ ０ か ら シ リ ン ダ ー 型 中 央 筒 ２ ３ ２ に
か け て の 移 行 部 を 形 成 す る 。 基 端 部 か ら 見 る と 、 ４ つ の 円 形 の 導 入 口 ２ ９ ０ が 、 基 端 面 ２
３ ０ の 全 体 に 亘 っ て 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 。 各 導 入 口 は 、 シ リ ン ダ ー 型 中 央 筒 ２ ３ ２ の
半 径 と 同 じ 面 内 に あ る 軸 ２ ９ ２ を 持 っ て い る 。 基 端 面 ２ ３ ０ の 内 側 の 円 錐 の 角 度 α は 、 ９
０ ° よ り 大 き い の が 望 ま し く 、 １ ０ ０ ° 前 後 が 最 も 望 ま し い 。 円 錐 状 の 基 端 面 ２ ３ ０ と 丸
み を 帯 び た 肩 部 ２ ３ １ を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 血 管 壁 を 引 っ 掻 く 可 能 性 を 軽 減 し 、 粒 子 収
集 の 効 率 も 高 め る 。
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